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学力向上プラン学力向上プラン学力向上プラン学力向上プラン概要概要概要概要 

日出小 本年度の重点目標 
〇 自ら意欲的に学ぶ子どもの育成  ○ 豊かな心の育成 

【学習の基盤・生活の基盤作り】 ◇ 学習規律（学びの手立て） ◇ 家庭学習  ◇ 学校生活 

１ 研究スタイルの見直し ・研究の進め方の工夫 ・学力向上推進委員会 （重点目標の達成） ・｢合理的配慮｣研究推進 
 ２ 学力向上会議の開催 ・年２回実施（８月・２月） ・学習定着状況調査の分析と活用（４・５・６年） ・学力向上プランの策定 

５ 個別指導の充実 ・朝学習（週３回） ・放課後等個別指導（週１回以上） ・学力向上ステップアップ講座  （４年生以上，５日間，全員指導） ・スキルアップタイム  （４・５・６年生 月１回）  ３ 授業力向上 ・新大分スタンダードの徹底 ・互見授業の実施 （年２回 ９月・１１月） ・管理職による授業観察と個別指導 ・学力向上支援教員の｢モデル授業｣参観（算数・国語） 

育てたい児童像  ○ 豊かな心  ○ 自ら学ぶ子 ○ たくましい子 

６ 読書活動の推進 ・個人読書（低８０冊，中６０冊， 高４０冊） ・全校３０，０００冊 

４ 少人数指導による 指導法の工夫・改善 ・３・４・５・６年,算数科で実施  （少人数・習熟度別） 
 子どもの学びを支える家庭 

 ・基本的な生活習慣づくりの啓発 ・ＰＴＡ専門部との連携 ・家庭での学習習慣の確立 

 

 学校の取組を支えていただいている地域 

 ・校区諸団体との連携・通学路の安全確保・地域人材の活用 ・教育相談、医療機関との連携

 

７ 特別支援教育の充実 ・「合理的配慮」の実践 ・校内支援体制の確立 

日出町立日出小学校 



                      
 

１．授業改善 ○授業改善テーマ   ～主体的に学び合う子どもの育成～   ○取組内容    【重点】   聴き合い 伝えあう 授業づくり      【取組内容】 子どもが自分の考えをもち、 伝えあう交流活動の工夫 
 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果のある取組事例 

・子どもの学習意欲を引き出す教材や 課題の工夫 ・単元に一回以上は交流する活動を設定 ・交流後の自分の変容など、単元の終わりに活動のふり返りをさせる。 （ ）番 名前（          ） ふりかえりカード  ☆（☆（☆（☆（    ）に◎、○、△を書きましょう。）に◎、○、△を書きましょう。）に◎、○、△を書きましょう。）に◎、○、△を書きましょう。        ◎（よくできた）○（できた）△（もう少し）◎（よくできた）○（できた）△（もう少し）◎（よくできた）○（できた）△（もう少し）◎（よくできた）○（できた）△（もう少し）    ①自分の考えをもつことができました。（  ） ②自分の考えを伝えることができました。（  ） ③自分の考えと友だちの考えをくらべて  きくことができました。（  ） 
① 低・中・高学年部で児童のふりかえりカードをもとに検証を行う。 ②学年部研修（月２回）で分析し、授業改善につなげる。 

検証は、５月→７月→10月 →12月→２月 に行う。 
・校内研究は、低・中・高の学年部ごとにテーマを設定し互見授業による授業研究会をもつ。  全員が提案授業を行うことで、自分の授業を見直し、同じ学年部の先生方から客観的にアドバイスをもらうことで、日々の授業実践につなげている。また、他学年の授業を参観することで、それぞれの授業者の授業スタイルや、学級経営の様子を学ぶことができる。 

自分の考えをホワイトボードに書き、友だちに説明。 



  ○学力向上支援教員による授業の参観     校内の学力向上支援教員（算数）による授業や他校の公開授業に積極的に参観することにより、思考力、    判断力、表現力をつけるための指導のあり方について学ぶ機会をもち、自信の授業力向上につなげる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．個別指導の充実   ①朝学習（週３回）・・・算数・国語を中心に基礎基本の定着を図る。 

             ８：２５～８：３５ 

             月・水→算数  火・金→国語   

木→読み聞かせ  

 

 

 

 

 

 

②スキルアップタイム・・・４・５・６年生を対象。 

活用問題や定着度の低かった内容を中心にプリント学習により 

補充指導を行う。 

 

 

 

 

 

   ③放課後補充指導・・・週１回以上放課後個別指導を行い、担任以外の先生も指導にあたる。 

④指導法工夫改善・・３・４・５・６年生の算数は少人数・習熟度別指導で、きめ細かい支援

を行う。 

 

全教職員で指導にあたる。 １クラスに担任を含め、２～３人の教員が入り支援を行う。 月曜日５時間目終了後、１５：００～ （月１回） 

クッキー８枚分のレシピをもとに、 クラス４０人分のクッキーをつくるための材料をどれだけ用意すればいいか、ことばや図、式などを用いて求め方を考え、伝え合う授業の一例 子どものノートの一例

 

日常生活につながる教材を通して、身につけた知識を活用する。 

月に一回ボランティアの方が、各教室に入り、学年にあった本の読み聞かせをしてくれている。 



３．家庭との連携 ○「家庭学習のリーフレット」を学年始めに配布し、発達段階に応じて勉強時間のめやすや、学習内容に ついて４月の学級懇談会で話題にしてもらい、啓発を行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年の親向けに配布

された資料。 

 

親向けと関連させ

た内容を、児童向け

にリーフレットを

作成。 

  

学習時間のめやすや、高

学年として身につけてほ

しい家庭学習の習慣をお

願いする。 



 

４．授業の取組（話し合い活動をメインにした授業の取組の一例） 

 

 

 

 

 

                                    以下は授業の実際。 
 

 第 3学年 総合的な学習の時間 学習指導案 １ 単元名  「日出のおすすめ」を発信しよう ２ 目標 ◎日出町の施設・産業・自然に目をむけ，日出町のすばらしさを見つけるとともに，調べたことを多くの人に知らせることができる。 ・課題解決に向けての見通しを持つための方法を考えることができる。      ・同じ課題を持つ仲間と協力しながら，情報を集めたりわかりやすくまとめたりすることができる。      ・多くの人に日出小学校区のおすすめを知らせる方法を考えて，伝えることができる。 ３．単元設定の理由 ○子どもについて    総合的な学習の時間における学級の児童の特徴として，どんな活動にも積極的に取り組む児童が 多い。前学年では，生活科の時間にお店探検や郵便局でインタビューをしたり，国語の時間に，図鑑で調べてまとめたりする経験をしている。自宅から調べ学習に必要な本を持って来たり，校区探検の見学場所で自主的にインタビューして「こんなこと聞いてきたよ。」と教えてくれたりする児童もいる。発表の際もはっきり堂々と話す児童も数人見られるが，自分の考えを押し通したい余りに，グループ活動では自分だけの考えで活動を進めることもあった。また発表する場面では，声が小さかったり，早口になったりしてはっきり伝わりにくかった児童もいた。   したがって，児童に周りと協調しながら活動を進める力，自分の考えを自信を持って話す力を，本単元を通して身につけさせる必要があると考える。 ○教材について   日出地区には，素晴らしい施設・産業・自然が残されている。本校は，日出城址に建てられており，周辺にも多くの観光名所があり，子どもたちも日出町を訪れる観光客を見かけることが多い。   本単元の事前調査では，「日出の自慢できるもの」として．どの子も５つ前後の例を挙げることができていた。しかし，その知識は確実なものではなく，本や家族などから得た情報や憶測によるものであった。この結果から，「日出のおすすめ」と思っているものの，どのように素晴らしいものであるか，具体的な知識はあまり持っていないということが分かった。   そこで，本単元では，「日出のおすすめ」の中から調べたいことを焦点化させ，詳しく調べていくことをねらっていきたいと考える。また，近隣小学校の児童や家族や地域の人に「日出のおすすめ」を伝えるという発信の活動も組み入れることで，より日出町のおすすめを自覚し，地域を愛する心情を養うことができると考えた。 ○指導について   本単元では，これまで学習した地域の方へのインタビューの仕方や，見学の仕方も生かしながら，自主的に

○中学年部は「自分の考えを持ち，伝え合う交流活動の工夫」をテーマに、 【自分の考えを持たせる】ための手立てとして、 ①� 思考ツールを活用し，個人のワークシートとグループの時も同じ形のものを使う。 【伝え合う交流活動】については、    ②知識構成型ジグソー法のクロストークを導入し工夫を図る。          



学習を進めていくことを期待したい。そして，自分たちが調べたことを分かりやすく伝えるための発表資料の作成の工夫や，「日出のおすすめ」を近隣小学校の児童や家族や地域の人に伝える活動に重点を置き，自ら発信していくことにも挑戦させていきたい。   《課題の設定》では，まず社会科の「わたしたちの大好きなまち」という単元で，校区探検を行い，自分たちが暮らす地域のよさを見つける活動を行う。その後，他の市町村のおすすめをアピールしている映像を見せることから，日出町ではどんな所が自慢できるだろうかということを話し合わせ，課題づくりにつなげる。社会科の学習で学んだ公共施設や観光スポットを切り口に調べていけるよう課題をつくらせていきたい。 《情報収集》では、見学やインタビューができるように地域の方にもご協力をいただきながら進めていく。実際に校区を歩き回り，いろんな視点（土地利用，公共施設，交通，建造物，人など）から日出小学校区のおすすめを見つける。校区探検などの見学を通して，日出地区にしかない地域の良さに気づかせたい。先生や保護者にもインタビューをして，児童とは違う視点からみた地域のおすすめにも気付かせたい。また，国語科で学んだインタビューの仕方を想起しながら，調べたいことを聞いたり，大事なことをメモしたりすることができるように指導していきたい。 《整理・分析》では，自分たちの調べたことが「日出のおすすめ」になるように，アピールの仕方を考えさせ，発信する相手が「行ってみたいな。もっと知りたいな。」と思ってもらえるような工夫ができるようにする。そのためには，一番伝えたいことをしっかりおさえて，発表するように指導していきたい。 《まとめ・表現》では，パンフレット作りを行い，まとめた情報を見やすく整理する。市町村紹介のパンフレットなどを参考にして，より見やすく，印象を与えやすいパンフレットの作り方のポイントを子どもたちに見つけさせて，自分たちのパンフレット作りの参考にする。パンフレットをもとに「日出小学校区の自慢を伝える発表会」を行う。完成したパンフレットを多くの人に見てもらえる場所に設置（二の丸館や駅などへの設置，校内掲示，近隣小学校の 3年生に紹介）して，より多くの人に知ってもらうための機会を設定する。   本時では，自分たちが調べた「日出のおすすめ」を前時に分類したことを基にして，近隣小学校の 3年生に伝えたいことを話し合っていくことを確認する。集めた情報をただまとめるのではなく，話し合いの視点を持たせ，受け取る「相手」のことを考えて伝えたいことを話し合わせる。グループごとに思考ツールを使ってまとめたものを，他のグループに教え合い，アドバイスをし合うようにする。板書では，子どもたちの話し合いの視点を明確にしたり，交流の中で出された思いを全体に広げたりして，それぞれの子どもが自ら次のめあてを見つけられるようにする。   ４ 評価規準 
 Ａ学習方法に関すること Ｂ自分自身に関すること Ｃ他者や社会に関すること 
評価規準

 

① 「日出のおすすめ」を伝えるための方法や手順を考え，見通しをもって計画を立てようとしている。 ② 「日出のおすすめ」パンフレットをつくるために必要な情報を集め，整理・比較・関連づけて考えている。 
① 地域の人々や様々な場所に関心をもち，見たり，聞いたりして進んで調べようとしている。 ② 「日出のおすすめ」を広げようと，進んで自分ができることを考えようとしている。 

① 異なる意見や他のグループの考えを受け入れ，調べたことをまとめようとしている。 ② 課題の解決に向けて，他者と協働して課題を解決しようとしている。 
 

 

 



 ５ 指導計画（全 20時間…本時は 10／20） 次 時 主な学習活動・思考ツール ○他教科との関連 ☆活用のねらい 一．課題の設定

 

    

 

2 

 

○「日出のおすすめをみつけよう」＜ウェビング＞○「日出のおすすめをみつけよう」＜ウェビング＞○「日出のおすすめをみつけよう」＜ウェビング＞○「日出のおすすめをみつけよう」＜ウェビング＞    ・パンフレットの例を見せて，近隣小学校の 3年生へおすすめを伝えることを知らせ，活動の見通しや意欲を持たせる。 ・他の市町村の PR映像を見て，「日出のおすすめ」を考える。 ・日出町や日出小学校のことをあまり知らない人たちに，「日出のおすすめ」を知ってもらいたい，という意識をもつ。 
☆日出小学校区を探検して，自分たちの住んでいる地域のおすすめを，あまり知らない人たち（近隣の小学生，観光客）に知ってもらおうという課題意識や意欲をもたせる。 Ａ①（発言・ワークシート） 

二．情報収集

 

    

    

 

5 

 

 

 

○「日出のおすすめを調べにいこう」＜ピラミッドチャー○「日出のおすすめを調べにいこう」＜ピラミッドチャー○「日出のおすすめを調べにいこう」＜ピラミッドチャー○「日出のおすすめを調べにいこう」＜ピラミッドチャート＞ト＞ト＞ト＞    ・発信するには，まずは自分たちが知ることから始める必要があることを確認してアンケート調査を行う。 ・校区探検や社会見学で，「日出のおすすめ」を見つけて調べる。 ＜学校＞「日出城址」「元禄の鐘」 ＜日出地区＞「公園」「神社」「鬼門櫓」「致道館」「的山荘」 「店」「駅」「図書館」「城下カレイ」「大ソテツ」「大サザンカ」 ・グループごとに，自分たちだけでは気づかないおすすめを知るために，家族や先生にもインタビューする。 

☆「日出のおすすめ」について，自分で調べたり，インタビューしたりしたことの中から，知らせたいことを決める。 Ｂ①（行動観察・ワークシート） 
 ○国語 「インタビューをしてメモを取ろう」 ○社会「働く人とわたしたちのくらし」 校区探検 「わたしたちの住む町はどんな町」 三．整理・分析

 

    

 

4 

 

○「日出のおすすめを教え合おう」＜○「日出のおすすめを教え合おう」＜○「日出のおすすめを教え合おう」＜○「日出のおすすめを教え合おう」＜KJKJKJKJ法・フィッシュ法・フィッシュ法・フィッシュ法・フィッシュボーン＞ボーン＞ボーン＞ボーン＞    ・自分たちが見つけたものとインタビュー等で聞いたことを付箋に書いて大まかなジャンルに分けて整理する。 ・グループごとに，調べて整理した内容の中から，伝えたいことを話し合う。（本時） 
 

☆調べたことや聞いたことを KJ法で細かくジャンル分けさせ，整理させる。  Ｃ②（行動観察・ワークシート） ☆伝えたいことだけでなく，相手が知りたいことも考えて話し合わせる。  Ｃ①（行動観察・ワークシート） 
 四．まとめ・表現

 

    

    

    

9 

 

 

 

 

○「パンフレットをつくって，すばらしさを伝えよう」○「パンフレットをつくって，すばらしさを伝えよう」○「パンフレットをつくって，すばらしさを伝えよう」○「パンフレットをつくって，すばらしさを伝えよう」    ＜付箋で整理，分析→改善＞＜付箋で整理，分析→改善＞＜付箋で整理，分析→改善＞＜付箋で整理，分析→改善＞    ・「日出のおすすめ」について，どのような方法で表現すれば相手に伝わりやすいかを話し合う。 ・グループ同士の工夫点や改善点を探していくことで，まとめ方や表現方法を見直していく。 ・見直したまとめを基に発表を行い，パンフレットを完成させる。 ・パンフレットを近隣小学校へ送ったり，校内掲示したりして知らせる。 

☆整理した「日出のおすすめ」を、文章やイラスト（写真）でまとめさせる。  Ａ②（発言・ワークシート） Ｂ②（パンフレット・発表） 
 ○社会 「町のしょうかいポスターをつくろう」 



 ６ 本時案（10／20時間）  （１）題目  みんなに知らせたい「日出のおすすめ」を考えよう  （２）主眼「日出のおすすめ」を，思考ツールを使って整理したことをもとに,自分のおすすめしたいことを付箋で出し合いなが らグループで話し合ったり，他のグループからのアドバイスを聞いたりする活動を通して，選ぶことができる。   （３）本時における指導の工夫       調べた情報について，思考ツールを用いて整理・分析し，付加・修正など改善点を見つける。  交流活動の工夫として，クロストークを用いる。   （４）展開 学習活動 時間 教師の指導・支援 備考 
1. 前時までの活動を振り返り，本時のめあてを確認する。 
 

2. グループで，伝えたいことを話し合う。 
 

 

 

 

3. まとめたことを，他のグループと見合い，アドバイスを出し合う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 本時を振り返り，次の活動への見通しをもつ。 

5 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

○自分たちが調べた「日出のおすすめ」を前時に分類したことを基にして，近隣小学校の３年生に伝えたいことを話し合っていくことを確認する。 
 

 ○集めた情報をただまとめるのではなく，それを受け取る「相手」のことを考えて伝えたいことを話し合わせる。 ・日出のことをあまり知らない人を考えるよう促す。 ・話し合いに困ったら，写真やパンフレットなどの資料も見ながら話し合いを進められるようにする。 
   ○グループごとに思考ツールを使ってまとめたものを，他のグループに教え合う。（クロストーク） ・見る時の視点を明確にして，その視点に対してアドバイスがあれば付箋に記入する。 

 

 

 

 

 ・「こうした方がいい」というのが難しい場合は，「自分だったらこうする」という表現で付箋を書いていく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・他グループからもらった付箋を全員で確認する。 ・出たアドバイスは全員で共有し，自分たちのグループでも役立てるようにする。 ○本時の学習から，自分がこれからしていきたいことを決める。 ・次時は，アドバイスをもとに，もっと詳しく調べる方法を考えていくことを伝える。 

◇前時までの活動がわかるものを掲示物する。 
 

 

 ☆グループで協力して，集めた情報をもとに話し合うことができたか。 
 

 Ｃ① （行動観察・ワークシート） 
 ☆友だちのまとめに対して，適切なアドバイスができているか。 
 

 

「相手」…近隣小学校の 3年生にとって 視点① 日出に来たことのない人も分かりやすいか？ 視点② 自分だったらどんなことを知りたいか？ 

「日出のおすすめ」の中からどんなことを伝えたいかを選ぼう。 
日出に行ってみたいな，もっと知りたいなと思ってもらうにはどうすればいいかな。 

（ふりかえり）同じグループで協力して話し合うことができた。（◎・○・△） 他のグループからアドバイスを聞くことができた。（◎・○・△） おすすめしたいことを選ぶことができた。（◎・○・△） 
(感想例)・またインタビューに行きたいな。・もっと詳しく○○について調べたいな。 ・○○さんの意見はなるほどと思った。 ・次は，自分もアドバイスをたくさん言えるようになりたいな。 



【三次【三次【三次【三次    整理・分析】整理・分析】整理・分析】整理・分析】    「日出のおすすめを教え合おう」「日出のおすすめを教え合おう」「日出のおすすめを教え合おう」「日出のおすすめを教え合おう」で使われた思考ツールで使われた思考ツールで使われた思考ツールで使われた思考ツール＜フィッシュボーン＞＜フィッシュボーン＞＜フィッシュボーン＞＜フィッシュボーン＞    ・自分たちが見つけたものとインタビュー等で聞いたことを付箋に書いて大まかなジャンルに分けて整理する。  （個人作業：フィッシュボーンフィッシュボーンフィッシュボーンフィッシュボーンにまとめる） 
 

 ・一人一人がまとめたものをグループで一つのものにまとめる。（グループ：フィッシュボーンフィッシュボーンフィッシュボーンフィッシュボーンにまとめる） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・各班でまとめたフィッシュボーンを使い、グループで話し合ったり、他のグループからのアドバイスを聞いたりする活動（クロストーキングクロストーキングクロストーキングクロストーキング）を通して、「日出町のおすすめしたいこと」を選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・アドバイスを参考に、もう一度グループで話し合い、「日出のおすすめ」パンフレットを作成する。 

自分の意見がどこに位置づけられたかが、見て分かるように一人一人付箋の色を決めて作業をする。 
ピンクの大きい付箋には、 クロストーキングクロストーキングクロストーキングクロストーキング（グループ交流）で他の班の人が気づいたアドバイスが書かれている。 

クロクロクロクロストーキングストーキングストーキングストーキングの様子の様子の様子の様子    
説明を聞いて、アドバイスを書いている様子 フィッシュボーンをもとに、自分の班の説明をする人 


